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Kaundabhattaの否定詞論
°　　°

小　　川　　英　　世

本稿は、後期文法学派(すなわちBhartrhari以降)の代表的な意味論綱要

書であるKa叩dabhatta (c. 17th c. A. D.)著Vaiyakar叫abh叫apaS云raの-

乱『否定詞na東の意味の確定』 (na血rthanirnaya)の章の和訳研究である。

同書はその名が示すように、同じ著者によるVaiy云kar叩abh叫apa (『文法

家の飾もの』)の要約である　Vaiy云karanabh叫a中aは、 Ka叩dabhatfaの父親

Ra丘gojibhatfaの兄弟Bhattojidik亨itaにより著わされたVaiy云kar叩asiddh云n・

takarik豆(別名Vaiy云karanamatonmajjana)に含まれる詩項(k計ik丘)に対す

る註釈である　Vaiyaka叫asiddh云ntak云rik盃は否定詞na両の意味に関して

二つの詩項をあてており、 Vaiy云kar叫abh色盲叩aおよび-S云ra中の『否定詞

na元の意味の確定』はそれら両詩頭に対する註釈という形をとっている。

否定詞na涼の意味に関しては、すでにNavyany云ya学派の論考がB.K.

Matilal氏によって紹介されている〔The Navya-Ny云ya Doctrine of Negation

(Harvard Oriental Series 46), Massachusetts, 1968〕。一方文法学派における

否定詞naNをめ(・る議論は、 S.D. Joshi氏による一連のMahabh云!ya翻訳

研究の一環としての　na丘sam盃sa　研究〔Patanjali's Vy云kn叫amah云bh勾ya

tatpuru串hnika (P2.2.2-2.2.23), Poona, 1973〕、故K.A.S. Iyer教授の

Bhartrhari研究〔Bhartrhari; a study of the Vakyapadiya in the light of

ancient commentaries, Poona, 1969〕等において扱われているO　しかし、否

定詞na崩の意味に関する後期文法学派の論考の全貌は未だ紹介されていない。

Ka叩dabhatjaは文法家らしく「文法性」 (grammaticality)の観点から否定

詞論を展開している。したがってP叫iniの文法体系に関する若干の知識が

Ka叩dabha{{aの否定詞論理解のた糾こは不可欠である。そのために和訳の後
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に附した解説では、ポイソトとなる関連文法規則の説明に多くを割くこととな

り、否定詞na雨の意味の認識論的、存在論的議論には触れ得なかった。

Vaiy云kar叫abh缶!叩aの刊本には以下のようなものがある。本稿和訳はそれ

らのうち8 ) Rajasthan Sanskrit College Grantham云1元版を底本とした.

1 ) Anand五色rama Sanskrit Series, Vol. 43, Poona, 1901 (Rep. 1978)

2 ) Bombay Sanskrit and Prakrit Series, Vol. LXX, with the commentary

K誠ik互by Harirama Kale, Bombay, 1915.

3) Kashi Sanskrit Series, Vol. 3, with the commentary Darp叩a by

Harivallabha, Benares, 1939.

4 ) Kashi Sanskrit Series, Vol. 133, with the commentaries Darp叩a by

Harivallabha, Parik丘云by Bhairava Mi丘ra and Bhu亨anavy云khy云by Kr印a・

mitra, Benares 1939.

5 ) Adar云agranthamda, Vol. 4, with the commentaries Prabh云by Pancoli

and Darp叩a by Harivallabha, Benares, 1947.

6)岳riharikr亨nanibandham舶　Vol. 7, with the commentary Saral云by

Gopalashastri Nene, Benares, 1952.
′

7 ) Ananda色rama Sanskrit Series, Vol. 135, with the commentary S五mkari

by Shankarshastri Marulkar, Poona, 1957.

8) Rajasthan Sanskrit College Grantham云1云　Vol. 10, with the com-

mentaries Darp叩a by Harivallabha and K融ik云by Harirama Kale,

Benares, 1934.

〔略語〕

BM: B云Iamanoram盃. SKを見よ。

Darp叩a:原典8)所収

K云Sik云注:原典8)所収

K誠ik云: Edited with Jinendrabuddhi's K云gik云vivar叫aPa丘jik互(Ny云sa) and

Haradatta's Padama丘jari by D. D. Shastri and K. P. Shukla. Pr云chya

Bharati Series, 2-7, Benares, 1965-1967.
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Mbh: Mah云bh云sya. Edited with Kaiyaja's Pradipa and Nage丘a's Uddyota

by Vedavrata. 5 volumes. Gurukul Jhajjar (Rohatak), 1962-1963.

PLM: Paramalaghuma員ja亨云. Edited with the commentary Jyotsn云by K. P.

shukla. M. S. University of Baroda Research Series 7. Baroda, 1961.

Pradipa: Mbhを見よ。
′　　/

SV: Saktiv云da. Edited by Goswami Damodar Sastri. Kashi Sanskrit Series

77. Benares, 1929.

SK: Siddhantakaumudi. Edited with the B云Iamanoram豆and the Tattva-

bodhini by Giridhar Sarma Caturveda and P.A. Sarma. 4 volumes.

Benares, 1958-1961.

Uddyota: Mbhを見よ。

VP: vakyapadlya. The Vakyapadiya of Bhartrhari K印すa II. Edited with

the Commentary of Punyaraja and the ancient Vftti by K. A. S. Iyer.

Delhi, 1983.

Vbh: Vaiy云knr叩abh缶等叩a.原典2 )所収

VbhS: Vaiy云kar叩abh正号叩aS云ra.原典8 )

vt: vむrtika. Mbh所収

vV: vyutpattiv云da. Edited with Sivadattami岳ra's Dipik云by Jvalaprasada-

gauda. Benares, 1973.

和　　　　　訳

〔『否定詞na両の意味の確定』〕

40.0 〔導入〕否定詞na両の意味を述べる.

40.1 k- 40 「ところで、 na員sam云sa (否定詞na丙を含む複合語)において

は、後続要素に主要性(pr云dh云nya)があるから、 sarvan云mat云(代名詞性)

〔が成立する〕。 〔したがって〕被仮構性'aropitatva)が否定詞na前によ-

て提示される〔と認められるべきである〕。なぜなら、〔もしそう認めなけれ

ば〕 <^asarva^>は<^atisarva>と同様〔sarvan亘mataを得〕ないことにな
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るからである。」

na丘sam云se c云parasya pr云dh云ny云t sarvan云mat云/云ropitatvam na丘dyotya血

na hy asarvo'tisarvavat*// 〔*aso'py atisarvavatを修正。 1)、 7)は括

弧内にsarvaを与えて本稿の読みを示唆している。もちろんasopyでも

asarvaでも本詩頭の趣旨は変わらないが、 VbhS中には<asa>ではなく

<asarva>が言及・検討されていること、さらには<asa>は複合語

<atad>に接辞s(U)が後続するという条件下で<atad>にsarvan云mat互

を前提した上で得られる派生形であることより、 <Casarva^>　の方が望ま

しいと思われる　Cf. P7.2.106, BM ad SK on P6.1.132: na sah

asa iti vigrahah〕

40.2　na丘sam云saにおいては、 「後続要素」すなわち後続の語の意味(uttara-

padartha)に「主要性があるから」 sarvan云mat互が『成立する』と補足さる

べきである。まさにこの故に、 「被仮構性」こそが「否定詞na涼によって標

示される」 『と認められるべきである』と補足さるべきである。

40.3　次のような意である。

<asarva> 〔"asarvah"〕等の場合、 「仮構されたすべて」 (云ropitatI sarvaも)

を意味するから、 <sarva>　という語の主要性は否定されない。したがって

〔<asarva>に〕 sarvan云mat互が成立する。

40.4　もしそうではなくて〔被仮構性を否定詞na両の意味として認めないな

らば〕、<atisarva>　におけると同様〔<asarva>　に〕それ〔すなわち

sarvan云mat云〕がないことになろう。なぜなら、 "ghato n云sti"等の非存在

(abh云va)を対象とする認識において、 〔否定詞na百の意味としての〕それ

〔すなわち非存在〕のまさにvi菖e亨yaなる七とがみられるからである。とこ

ろで〔実際には〕、我々の論理からすれば、そのような〔非存在を対象とす

る認識〕というものは、意味から得られる′(artha)認識である. 〔したがっ

てそれは言語に基づく認識(丘abdabodha)とは呼び得ず、むしろ〕思考器官

に基づく〔認識〕 (m云iiasa)である。そしてこのような場合、 "asarvasmai等

の不成立は帰謬しない。
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40.5　さてここにおける被仮構性とは、仮構対象一性(云ropavi亨ayatva)のこと

であるoしかし究極的には、仮構(云ro示a)だけが〔否定詞na元の〕意味で

あり、一方対象性(vi亨ayatva)はsa血sarga　関係)である。

40.6 「標示される」との言は、 nip云taの標示老(dyotaka)なることを意図

してのことである。

41.0 〔導入〕 "ghato n云sti", "abr云11m叫ab"等における仮構の認識(云ropabo-

dha)はすべてのものにとって経験と矛盾するから、別の見解を述べる。

41.1 k. 41 「あるいはむしろ非存在がそれ〔すなわち否定詞naN〕の意味で

あるべきである.なぜなら、Bh五号yaがそのことを意図しているから.そし

て〔この否定詞na元の意味である非存在は、 pratiyoginに対し〕 vi畠e亨叫a

あるいはvi畠e亨yaであることが論理的に確定さるべきであるo」

abh云vo v云tadartho'stu bh云sya亨ya hi tad五色ayat/vi岳e亨叫am vi菖e丘yo v云

ny云yatas tv avadh云ryat云m//

41.2 「それの意味」 (tadartha)とは、否定詞na丙の意味ということであるO

〔否定詞na雨によって非存在が〕標示される(dyotya)という見解と表示さ

れる(V云cya)という見解の両者を共通に挙げるた馴こ、 「意味」 (artha)とい

う語が用いられている。

41.3　「Bh云亨yaが、云々」に関して:

さてこのような場合、 na丘sutra 〔P2.2.6〕に関するMahabh埠yaに次の

ように言iっれている.

nivfttapad互rthakah 〔Mbh II, 670〕

〔<niv|"tta>-niy/vft+K血〕 Kta (-ta)はP3. 3. 114 napumsake bh云ve

ktah 「中性の動作能(bh云va)が表示さるべき時、 〔dh云tuの後に接辞〕 Kta

が導入される」に基づく。 〔したがってこのBh云亨yaは〕、非在[nivrtta)を

語の意味(pad云rtha)とするもの(nivj-ttam pad云rtho yasya) 〔sasthibahu-

vrihi〕、すなわち非存在を意味するもの(abh云V云rthaka)という意味である。

41.4　ところでKaiyafaは〔Ktaをkarman(目的)を表示するKta-P3.4.70

tayor eva kftyaktakhalvarth坤とみなし〕、次のように解釈する。
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〔hivrttapadarthaka　とは、 na丘sam互sa　において〕それに閑し〔後続の〕

語の〔本来的な〕意味が否定される(nivrtta)もの(nivfttaもpa血rtho

yasmin) 〔saptamibahuvrihi〕、という意味である。すなわち、類似性等を

通じて仮構されたノミラモソ性を有するクシャトリヤ等を意味としてもつも

の、 〔それが否定詞naNである〕、という意味である。

このKaiyaja　の解釈は誤っている。なぜなら、仮構された,.'ラモソ性を

有するクシャト.)ヤ等は否定詞na雨によっては表示されない(av云cya)か

らOもしそうではなくて〔このようなものも否定詞na前によって表示され

るとするならば〕、類似性等も〔否定詞na元によって〕表示されることに

なろう。

41.5　ところで或者達は、 「否定詞na前の意味には、それとの類似性(tats五一

dr畠ya)、非存在(abh云va)、それとの差異(tadanyatva)、それの小ささ

(tadalpata)、劣性(apr云丘astya)、対立(virodha)の六種が挙げられる」 (tats云・

dr丘yam abh云va丘ca tadanyatva血tadalpat云/apr云岳astya血virodha岳ca na-

narth軸sat praklrtit坤//)と〔いう詩項を〕述べて次のように例示する。

"abrahmaiiaも" (ノミラモソに似た者)、 "ap云pam" (罪の非存在)、 "ana畠vah"

(非馬)、 "anudar云knny互''(腰のほっそりとした少女)、 "apa貞avo v豆anye

go'丘vebhyaji" (牛馬以外の〔動物は〕劣った動物である)、 "adharmah" (不

正行為)0

しかしこの〔詩項〕は、 〔類似性等は、表示される〕意味から合意される

意味(arthik互rtha)であるということを意図している。そしてこのことは他

書に詳しい。

41.6 「vi岳es叩a」に関して:

『pratiyogin(被否定項, counterpositive)に対して』と補足さるべきである。

41.6.0　このように〔否定詞na雨の意味である非存在がそのpratiyoginに

対してvi畠e亨叩aとみなされる〕場合には〔次のようなことが言い得る〕。

41.6.1 <asarva>という語に〔tadaムtavidhiによって〕 sarvan互maの術語

(sa血j転)が妥当する。
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41.6.2　P2.2.24 anekam anyapad云rthe (「二つ以上の(aneka) 〔意味的に結

びついたsubantaは、構成要素〕以外の語の意味が表示さるべき時〔任意

にsam云sa　を構成し、その　sam云sa　はbahuvrihi　と呼ばれる」)、 "sevy-

ate 'nekay互sannat云p云丘gay云" (「二人以上の〔乙女が〕斜日がちに彼に仕えて
′

いる」) 〔Si丘up云Iavadha〕等〔の"anekam", "anek五"〕に閑し、 <eka>　と

いう語の意味に主要性があるから、単数語尾の制限(ekavacananiyama)が

妥当する。

41.6.3　<abr云hm叩a>等〔のna邑sam云sa〕は、後続の語の意味に主要性が

あるからtatpuru亨aである。

41.6.4 "atvaih bhavasi" (「君以外の著が居る」)、 "anaham bhav云mi" (「私

以外の者が居る」)等において〔tiN (定動詞語尾)に関する〕人称(purusa),

数Vacana)等の区別(vyavasth云)が妥当する。もし〔否定詞na元の意味

である非存在がpratiyogmに対してvi菖e亨apaとはみなされないならば〕、

"tvadabh云vah (asti)" (「君の非存在〔がある〕」)、 "madabh云van (asti)" (「私

の非存在〔がある〕」)におけると同様に非存在の部分に<yu亨mad> (第二

人称代名詞)、 <_asmad> (第-人称代名詞) 〔の意味〕が結合(anvaya)す

るから、 <yu亨mad>との同一指示性(S豆m豆n云dhikaranya)がti涼には存せ

ず、したがって人称の区別が妥当しないことになろう。しかし我々の見解で

は、〔例えば"atva血bhavasi"に閑し〕 「差異(bheda、非存在の一形態-

相互非存在(anyony云bh豆va))のpratiyogmである君と異ならないものを基

体とする存在行為」 (bhedapratiyogitvadabhinn云色rayik云bhavanakriy云)とい

う結合〔の認設〕が認められるから、 〔<yu亨mad>とti由との問に〕同一

指示性が妥当しないことはない。

以上が〔「vi菖e!叩a」の〕根底にある考えである。

41.7　「あるいはvi丘e亨ya」に関して.・

Fpratiyogmに対して』と補足さるべきである。

41.7.0　次のような意である。

〔sarvan云maが〕従属要素(ga叩a)であるとしても、 〔sarvan云maを後続
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要素とする〕 na丘sam云saにsarvan云maの術語が妥当しないことはない。な

ぜなら、 P6.1.132 etattadoh sulopo 'kor ana員sam云se hali 「k (-akAC-

P5.3.71)を有さない<etad>、 <tad>のsUに子音(haL)の前でIopa

(-ゼロ)が代置される。しかしna員sam云saの場合にはこのことは起こらな

い」における〔"ana丘sam云se" (「しかしna員sam互saの場合にはこのことは

起こらない」)の言及がこのことを〕指示する(j員云paka)から。なぜなら、

"asah畠ivah"における　sUに対するIopa代置をふせ(・ために、 "ana員sa一

m豆se"という限定(vi丘eg叩a)が加えられているからである。すなわち、そ

の〔"asah"-<na+tad>+sUというna員sam云sa〕における<tad>とい

う語にsarvan互mat豆はない。なぜならそれは従属要素(ga叫a)であるから。

〔ところが〕 "akoh" (「kを有きない」)によって〕P5.3.71により　sarv-

an云maに関して規定される〕 akACを伴った〔<etad>、 <tad>が〕排

陰れるから、まさに　sarvan云maである〔<etad>、 <tad>〕両者がその

〔規則P6.1.132〕に言及されているということが得られるからである。そ

してこのように〔sarvan云maである<etad>、 <tad>の言及が認められ

る〕場合には、 "ana丘sam云se"は〔先行の語の意味に主要性があるとしても

後続の語の意味の主要性と結びついた文法操作が適用される、ということ

を〕指示すると容易に言い得る。

41.7.1 P2.2.24 anekam anyapadarthe等〔の-'`anekam"〕における単数語

尾(ekavacana)はvi丘e亨yaに随順するoすなわちP2.1.2 sub云mantnte

par云丘gavat svare 「アクセントに関し、云mantrita (呼格語尾で終る項目)の

前でsubantaは後続の〔云mantritaの〕部分とみなされる」から〔当該規則

に〕継続する<sup>　という項目が〔<aneka>に対する〕 vi菖e亨yaであ

り、そしてそれは単数語尾で終っている。さらに、 〔その当該規則に継続す

る"sup" (sup+sU-sup+ ≠-P6. 16.8)に数語尾変形(vacanavipan坤ma)杏

認めて〕 <^aneka>という語の後に双数語尾(dvivacana)を使用すれば三つ

以上〔のsubanta〕の間にbahuvrihiが成立しないことになろう・し、一方複

数語尾(bahuvacana)を使用すれば二つの〔subantaの〕間にbahuvrihiが
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成立しないことになろう。したがって、 〔二つの　subanta　と三つ以上の

subantaの〕両者を抱括するために単数語尾が使用されている〕。 〔そしてこ

の単数語尾は〕種を意図する〔単数語尾〕 (j云tyabhipr豆ya)、あるいはむしろ

一般〔単数語尾〕 (autsargika)である。

41.7.2 "sevyate 'nekay云"においても〔"anekay云"(a-n+ (eka+T云P) +五戒

(-T云))における単数語尾は〕 "yosay云" (「乙女が」)というvi丘e亨yaに随

順する。そしてこの単数語尾は、 〔二人以上の乙女の〕一人一人が仕えると

いう〔行為〕 (sevana)に結合するということを認識させるために〔使用され

ているのであって〕、後続の語の主要性(uttarapa血rthapr云dh云nya)に基づい

て使用されているのではない。

41.7.3　まさにこの〔先行の語の主要性〕から、 "patanty aneke ialadher

ivormayah" (「海の波のように多くのものが落下している」)等〔の"aneke"

(aneka+Jas, Jas→岳i-P7.1.17)における複数語尾〕も容易に正当化され得

る。

41.7.4　…atva血bhavasi"等の場合、 <yu亨mad>、<asmad>は「それ以外の

もの」 (tadbhinna)に対するIak亨a申(間接的指示関係)を有する。否定

詞na雨は標示老(dyotaka)である。そしてこのように〔否定詞naNが

標示者であると考えられる〕場合には、 「〔君〕以外のもの」 (〔tvad-〕 bhinna)

という<yu亨mad>の意味とti涼の問には同一指示性があるから〔siPが

選択され〕、人称の区別〔が妥当する〕。 〔こうして"atva血　bhavasi"には〕

「君以外のものと異ならないものを基体とする存在行為」 (tvadbhinn互bhinn一

元丘rayik云bhavanakriy云)という言語に基づく認識(岳云bdabodha)がある.

41.7.5　同様に、 "na tvatn pacasi　には「君と異ならないものを基体とする

『料理をもたらす行為』 (p云k云nuk丘Iabh云van云)の非存在」 (tvadabhinn云貞ra-

yakap云knukulabh云van云bh云va)、 "ghato n云sti"に'は「瓶と異ならないも

のを基本とする存在性(astitva)の非存在」 (ghat豆bhinn五色rayak云stitv云bh云va)

という様に〔言語に基づく〕認識がある。なぜなら、 sam云saを構成してい

ない否定詞naN (asamastana員)の場合、 〔否定詞na前の意味と〕まさに



-84- Kaundabhattaの否定詞論(小川)

〔dh云tuの意味としての〕行為(kriy云)との結合の認盃があるから。

41.7.6　そしてこの〔非存在〕は、絶対的非存在(atyant云bh互va)、相互非存在

(anyony云bh云va)等の相で指示される(菖akya)。なぜならそれぞれの相で

〔abh互vaの〕認識される〔ことが経験より明らかである〕から。そしてこ

のことは〔Didhiti等の〕他書に詳しい。

〔以上で『否定詞na丙の意味の確定』を終る〕

解　　　　　説

1.否定詞naNはC云dig叩aとsvar云diganaの両群に分類される〔Cf・

O. Bohtilngk, P叫ini's Grammatik〕o Lたがって否定詞naNはPI.4.57

C云dayo 'sattveによりnip豆taという術語を得、さらにはPI.1.37 svar云dini-

p云tam avyayamによりavyaya　という術語で呼ばれる。このPI.1.37に

ょる術語avyayaの適用は、 P2.4.82 avyay云d云psupah, PI. 1.62 pratyaya-

lope pratyayalak等叫amに基づきPI. 4. 14 supti丘antam padamによる術語

padaの適用を可能とする。否定詞na雨は理論的に主格単数語局(prathamai-

kavacana)で終るpadaとみなされる。

ところで否定詞na丙の添辞(anubandha) Nは、指標辞itであり、

PI.3.9 tasya lopahにより文法操作に参与しない。このN-は、同じ否定詞

naにこのNを指標辞とするもの(Nit-na, naN)とそうでないもの(aNit-

na, na)があることを示唆する。その文法操作上の目的は、 <jiaikadhiT>、

<n云ntariyaka>等の派生に関し、 Nit-naの言及されている、次にna員sa・

m云saに関して説明するような諸規則の適用を回避することである。

2. na丘sam云saの派生を規定する規則は、 P2.2.6 na丘である.この規則の解

釈にあたっては次のような諸規則が考慮さるべきである。

P2.1. 1 samarthah padavidhih 「pada 〔-PI.4. 14〕に関する文法操作は

意味的に結びついているものに関わる」

P2. 1. 3 pr豆k ka串r云t sam云sah 「〔P2. 2. 38〕 ka申r軸〔karmadh云raye〕ま

でsam云sa 〔という語が継続する〕」
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P2. 1.4 saha sup云〔sup<=P2.1.2〕

この規則には二つの側面があるo　まず支配規則(adhik云ra)として"saha

sup云" (「subanta (名詞語尾で終る項目)と」)の後続規則への継続を規定し、

さらに操作規則[vidhi)として複合語(sam云sa)派生を規定する　Pata丘jali

は規則分割(yogavibh云ga)により次の二規則をこの規則より導出している。

① 〔sup〕 saha 〔samarthena<=P2.1.1〕 「subantaは〔意味的に結びついて

いるもの〕と〔sam云saを構成する〕」

② 〔sup saha〕 sup云〔samarthena〕 「subantaは〔意味的に結びついている〕

subantaと〔sam云saを構成する〕」

これら両規則は、 P叫ini　の複合語規定がカノミ-し得ない諸事例を説明す

る。例えば既述の<naikadh云>等は②により正当化されるo

P2. 1. ll vibh云!云「任意に」

P2. 1. 22 tatpuru等ab

両規則とも支配規則であり、 P2.2.6に継続する。メタ規則であるP2.1.1

は「padaに関する文法操作」を規定するP2.2.6に関して考慮される。こ

うしてP2.2.6は次のように解釈される。

「subantaである〔sup阜P2.1.2〕 naNは意味的に結びついたsubanta　と

任意にsam云saを構成し、そのsam云saはtatpuru亨a　と呼ばれる」

今na丘sam云saの一例"abr云hm叩ah" (「非ノミラモソ」)について、その派

生を示せば次のとおりである。

P2.1.11が示すように、 "abr云hmanaも"は"　br云hm叩ab"と等価であ

る。この連飢ま次の連鎖より沢生するo

{na(N) -s(U) br云hm叩a-s(U)}

今P2.2.6の適用によって、この連鎖から二つの統語項目(pada, syntactic

item) <na-s>　とくbr云hmana-s]>が任意に複合されるo

複合に際しては統語項目間の先後閑係が決定されなければならない。次の

脚IUISdMCTJ 冗

PI. 2. 46 pratham云nirdi紬血sam云sa upasarjanam 「Sam豆sa 〔を規定する
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規則〕においてpratham豆(主格語尾)で言及されているものはupasar-

jana　と呼ばれる」

P2.2.30 upasarjana血p缶rvam 「upasarjanaは〔sam云saにおいて〕先行

する」

P2.2.6　において　<na員>　は主格語尾で言及されている。したがって

<na-S>が先行要素として　<jia-s-br豆hmana-S>という　sam豆saが

得られる。

ところでsam盃saは、 Pi.2.46 kj-ttaddhitasam云S云岳ca 「krt接辞で終る

項目、 taddhita接辞で終る項目、 sam云saも〔pr云tipadikaと呼ばれる〕」に

ょって名詞語幹(pratipadika)である。したがって次の規則が通用される.

P2. 4. 71 supo dhatupr云tipadikayoh 「dh云tuあるいはpratipadikaの〔部

分である〕 SUP(名詞語尾)に〔luk (-ゼロ)が代置される〕」

こうして<na-S-br豆hm叩a-s^>　という語基に含まれている各s(U)

が削除され、 <jia-br云hm叩a>を得る。

この段階で、先行要素の<na>に次の形態規則が関わる。

P6.3.73 nalopo na叫ruttarapada (後続の語)の前で〕、 na丙のnに
1)

lopa (-ゼロ)が代置される」

こうして最終的に<a-br豆hm叫a>が原連鎖{na(N)-s(U) br云hma一

中a-s(U)}　より沢生される。

さらに<a-br互hm叩a>は名詞語幹であるからP4.1.2により名詞語尾

suP)の導入が規定され、 P2.3.46により主格語尾(pratham云)がPI.4.22

により単数語尾(ekavacana)が選択され〔abr云hm叩a十sU〕、形態音素規則
2)

の適用によって"abr豆hm叩ah"が得られる0

3. Patanjaliはsam云saをその構成要素のpradh云natva (主要性)あるいは
3)

apradh丘natva (非主要性)に従って分類している〔Mbh on P2. 1. 6〕 Kaiyata

によれば、この分類はP叫iniに先行する文法家達に遡る.

pradh云natvaあるいはapradh云natvaの意味するところは何であろうか。

pradh云natvaに閑し、 Darp叩aには次のような定義が与えられているo
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Df. (ヱ-主要者(pradh云na)) : ∬はsam云saを構成する語の意味に〔存

する〕 prak亘rat云(規定性)により条件付けられた主　vi貞e亨yaである

(pr互dh云nyam ca sam云saghatakapa血rthaprakarat云nir丘pitamu khyavi畠e亨I

yatvam; Darp叩a 342)。

さらに、言語レヴェルでの従属要素(したがって意味レヴェルでそれに対

応する意味はapradh云na)に関してKa叫dabhattaは次のような定義を与

えている。

Df. (ェ-従属要素(gauna)) :エは他の語の意味のvi丘e苛叩aとして想起

されるものを意味する(itarapadarthavi岳e亨anatvenopasth云pit云rthakatva血

hi ga叫atvam; Vbh 201)c

これらより、 pradh云na-vi菖e亨ya、 apradh云na-vise等叩aの同置が知られ

るであろう。

Patanjaliは、 P2. 1. 57 vise亨叩a血vi岳e亨yena bahulamを解釈する際に,

vi岳e亨叩a　と　vi豆e亨ya　の対比を兄い出すために"kr亨坤h til軸" (「黒いゴ

マ」)、 "til軸kr弓師h" (「ゴマという黒いもの」)という同一の語がvi菖e亨叩a、

vi丘esya双方の用法を有する文を考察し、最終的にvi岳e亨叫a-vi畠e亨ya関係が

話者の意図(vivakァ豆)に基づくことを述べている。

「或る者がゴマ(tila)を主要なものとして、黒さ(kr印a)をvi丘e亨叫aと
as.

して意図する時、ゴマは主要なものであり、黒さはvi丘e!叫aである.」

表現には認誼が先行している〔Mbh II, 823; arthakftena n云ma丘abdena

bhavitavyam〕.或る事態を認識する時、認識野にあるその事態に関して「何

をどのように」認証するかが問題となる。 「何を」によって表象される認識

の焦点がvi云e亨yaであり、 「どのように」によって表象されるその事態のア

スペクトがvi岳e亨叩aであるo認識の焦点が移れば、その焦点を照らすアス

ペクトにも変化が生ずるであろう.こうしてvi丘e亨ana, vi丘e亨yaは認識主体

の積から、対象化された事態に対して設定される、その事態の構成要素の認

歳に対するステークスである.この意味でN云ge岳aは、 vi豆e亨yaを「vi岳e亨yat盃

と呼ばれる対象性(vi亨ayat云)を有するもの」 (vi岳e亨yatakhyavi亨ayat云vat)、
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vi岳e!叩a　を「vi云e亨anat云(-prak云rat云)と呼ばれる対象性を有するもの」
5)

(vi点呼岬at云khyavi亨ayat互vat)と規定している。したがってこのvi点呼岬a-

vi菖e亨ya関係は、 「限定者・被限定老関係」 (paricchedyaparicchedakabh豆va)

あるいは「差別者・被差別者関係」 (bhedyabhedakabh云va)として規定され

るそれとはレヴェルを異にしていることに留意さるべきである。前者は認設
5)

論レヴェルに属する概念であり、後者は存在論t,ヴェルに抗する校念である.

4.すでに述べたように否定詞na両はnip云taとして分類される〔PI.4.

57〕 nip云ta　はその意味伝達(arthabodhana)にdyotaka (標示著、 co-
7)

signi丘er)あるいはV云caka (表示老)として関わる。 Ka叫dabhattaは、否

定詞na雨に関してそれをdyotakaとみなす立場とV云caknとみなす立場

の双方を承認する。

dyotakaは次のように定義される。

Df.ェ-dyotaka) :エは表現意図(tatparya)を理解させる(t云tparyagr元一

hakatvam eva dyotakatvam; VbhS 451)。

あるいは、

:エは自己と組合された語に存する〔意味との問の〕指示関係(vfttl)を

覚醒せしめる(dyotakatva丘ca svasamabhivy軸tapadanisthavrttyudbod-

hakatvam; PLM 113)。

さらには、

:エは周知の意味に対する直接的指示関係(岳akti)の不覚醒が先行する

限りで、他の意味に対する直接的指示関係を覚醒せしめる(dyotak云n云rh

prasiddh云rtha畠aktyanudbodhap屯rva kam arth云ntara岳aktyudbodhakatvam

svabh云vah; Uddyota II, 671)0

一方V云caknは次のように定義されるo

Df. (ェ-V豆caka) :エは直接的指示関係に基づいて意味を認識させる(Cf.
′

Sv 6: tay云(-邑akty互) C云rthabodhakam padaih v云cakam)c

或る言語項目Ⅹにこっの意味ml,m2が対応するとしよう。この場合、 Ⅹ

には二つの岳aktiが認められるO今この言語項目Ⅹが他の言語項目Yとの組
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合せ(samabhivy云h云ra)においてm2を表出し、それ単独の使用において

はmlを表出する時、 YはⅩからのm2理解に対する指標であるo　この場

合、 m2に対してYはdyotakaでありⅩはV云caka　であるといわれるo

Yはm2に対して岳aktiという、言語項目と意味との直接的指示関係によって
8)

関係していないという点で「無意味」 anarthaka)であり、そしてそれの役割

は同音異義語(n云n云rthaka)の意味決定に果す文脈(prakar叩a)等の役割に
9)

比せられる。

4.1 Ka叫dabhattaは、否定詞na雨の意味として「仮構」 (云ropa)と「非存

在」 (abh云va)を定立している.

インド意味論では、言語に基づく認識(貞云bdabodha)をパラフレイズによ

って示し、それを言語項目への意味配当の有効な手段とみなしているo今否

定詞na元がsam云saを構成している場合の例"abr云hm叩ah" 〔A〕とそう

でない場合の例"ghajo bhutale n云sti" 〔B〕について、各々の認識は次のよ

うにパラフレイズされ得る。

A. (1) {豆ropito br云hmanah} -・云ropitabr五hm叫atvav云n〉

(2) {bhedapratiyogl br云hm叩at>} - {pratiyogitay云bhedavi豆isto br云h・

m叩abl

(3) {br云hmanabhinnah} - {br云hm叩apratiyogikabhedav云nl

B. (1) {aropit五ghajakartrk云bh缶tal云dhikaranik豆satta}

(2) {ghatakartrkabhutal云dhikar叩akasatt云bh云vah}

以上を単純化するならば、否定詞na雨とm,を直接指示対象(丘akya)とす

る言語項目との組合せからは、 (a){云ropa十m.)、 (b){abh云va+rnj、 (c){mx+

abh云va)の三形態の認証が得られる。否定詞na雨がdyotakaとみなされ

る場合には、 (a)、 (b), (C)はそれぞれ否定詞na丙と組合された言語項目の意

味であり、否定詞na前により標示される(dyotya)とされる意味はその一

部(pa血rthaikade丘a)であると考えられる。

ところで、イソド意味論では意味単位間の関係(sa血sarga)も「期待」
10)

(云k云丘k申)という言語外の要素によって捉えられるとされる(a)の場合、 m.
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は云ropaに対してそれの対象(vi亨aya)である。したがって云ropaはm'

に対して対象性　vI亨ayatva)という関係で結びつく。しかしこの場合、 A-

(1)とB-(l)の問に重要な相違があることが指摘されねばならない。厳密に

はm_rはm,-tvaという属性に限定された事象　mx-tva-vi菖iァta)である。

意味結合は通常"padarthah pad云rthen云nveti na tu pad云rthaikade丘ena"と

いう一般規則によって　riSe等ya間に成立する。したがって(1)の場合、云ropa

の対象はbr云hmanatvavi貞i亨ta 〔ノくラモソ性所有者-ノミラモソ〕でなければな

らないo Lかしそれは云ropaの対象ではありえない。したがって、云ropaの

対象は、 Hsavi菖e弼e hi vidhini亨edhau vi岳e亨叩am anubhavatah sati vi豆e亨ye

b云dhe"という例外規則によって、<br云hm叩a>の使用枚拠(pravfttinimitta

-丘akyat云vacchedaka)としてのbr豆hmanatvaである〔仮構された′くラモソ
11)

性所有者-クシャトリヤ等〕。

(b)、 (C)の場合、 m.はabh豆vaに対しpratiyogin (被否定項、 counter-

positive)である　abh云vaはm.に対してpratiyogit互という関節こあり、

一方m,はabh互vaに対してsvapratiyogikatvaという関係にあるo

(a)-(c)はまた否定詞na元の意味の認識に対するステータスを示してい

る(a)とCb)Kおいては否定詞na雨の意味はvi貞e亨叫aであり、 (C)において
12)

はvi畠e亨yaである.否定詞na雨の意味をvi邑e亨叩aととるかV丘e亨yaとと

るかは、否定詞na瓦を含む表現の文法的正当化の問題にかかわる0

4.2　Ka叫dabhattaは"asarvasmai "anekam", "atvam bhavasi"等の表現

を取挙げ、それぞれに関し次のような問題を論じているo

①　否定詞na元とsarvan云ma (代名詞)とのsam云saに関するsarvan五・

masa血j丘云(術語sarvan云ma)の適用可能性o

②　否定詞na元と数詞<eka>とのSam互saに関する単数語尾(ekava・

cana)の導入可能性。

③　否定詞na雨と人称代名詞とのsam云saと定動詞語尾(tiN)との同一指

示性(S云m豆n云dhikaranya)に基づく、 ti由に関する人称(purusa)、数

(vacana)の選択可能性。
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4.2.1次の規則がsarvan云masamj五五を規定している。

PI. 1. 27 sarvadini sarvan五m云ni 「<^sarva]>等はsarvan云maと呼ばれる」

しかしこれに対しK豆ty云yanaは次のような制限を加えている。

vt. 2:sa血j丘opasarjanaprati亨edhah 「名称、従属要素(upasarjana-gauna)

である〔<sarva>等〕には〔sarvan豆masamj血豆の〕禁止がある」

ところで連鎖　{na(N)-s(U) sarva-s(U)}　から派生される　sam云sa

<^asarva>において、-否定詞na雨の意味がvi菖esyaであるとするならば、

後続要素<[sarva]>の意味はそれに対しvi丘e亨叩aとなり<[sarvap>はその

sam邑saにおいて従属要素ということになる　pradisam云saである<^atisar-

va>と比較せよ。このsam云saは連鎖{sarva-am atikr云nta-s(U)}から

vt. 4 ad P2. 2. 18 pr盃dayah kt云rthe 〔Mbh:aty云dayah kr云nt云dyarthe dvitl-

yay云〕に基づいて派生される。このsam云saにおいて<j3arva>の意味は

<目的>　という　k云rakn　として機能しており、したがってvi云e号a耳aであ

る〔Ex. atisarv云ya-*atisarvasmai〕o

こうして<asarva]>においては、否定詞na瓦の意味がvi岳e亨叩a、

<^sarva^>の意味がvi色e亨yaである場合〔[a), (b)〕にのみ、 <^sarva]>は

sarvan五masamj五五を保持する。

さて<^asarva^>において<sarva>はsarvan云masa血j五五を得るとして

も、 <^asarva^>は<sarva>そのものではない。次の規則を見よ。

PI.1.72 vena vidhis tadantasya 「〔規則中でvi丘e亨叩aである〕 Ⅹによっ

て或る文法操作Vidhi)が規定されている時、 Ⅹは〔それ自身および〕そ

れで終る〔語形の名称である〕

したがって例えば{asarva+Ne}　においてP7.1.13 her yah〔さらにP7.

3.102 supi ca,-*asarv豆ya〕が適用可能な時、この規則(tadantavidhi)に

よって<^sarva^>は<^sarva^>及び<asarva>を指示するから<^asarva]>

にPI.1.27が通用され、 P7. 1. 14 sarvan云mnah smaiによって"asarva-
13)

smar　が托生される。

一方、否定詞naNの意味がvi岳e亨yaである場合〔(C)〕には、次のような
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手続きが踏まれる。次の規則を見よ。

P6. 1. 132 etattadoh sulopo 'kor ana丘sam云se hali 〔Cf.和訳41.7.0〕

この規則中の"ana員sam云se"は「先行の語の意味に主要性があるとしても

後続の語の意味の主要性と結びついた文法操作の適用がある」 〔K云sika注

441-442〕ということを指示する(j五五paka)。すなわち、 <.asarva>におい

てたとえ<Tsarva~>は従属要素であっても既述のvt. 2は考慮されたいと

いうことである　P5.3.71 avyayasarvan云mn云m akac pr云k tehはsarva-

n云maのti (-P 1.1.64)にakACが前接されることを規定する。したがっ

て"akoh" (「akACをもたない」)は<etad>、 <tad>がまさにsarvan云ma

であることを示唆している。ところで当該規則は、まさにsarvan云maであ

る<etad>等に後続するsUが子音の前では削除されることを規定してい

る訳であるが、 <etad>等とのnafisam云saに閑し否定詞na丙の意味がvi・

菖e亨ya　であるとするならば、 vt. 2に照らし　na丘sam云sa中の<etad>に

はsarvan云masa血j丘盃は妥当しないから、このようなna五sam互seに　sUの

削除が適用される可能性はない。それにもかかわらず、 "ana員sam云se"杏
IK

言及しているということは、上記のことを指示するためであるのである。

4.2.2　<aneka>の後のekavacana導入は、もし否定詞na雨の意味が

vi云e!叩aであるならは〔(b) ⇒bhedavi丘i亨taikn〕、 P 1. 4. 22 dvyekayor

dvivacanaikavacaneに従う。この規則は接辞の制限(pratyayaniyama)杏

意図しており、 ekavacanaは双数性や複数性ではなくまさに単数性が表示さ
15)

るべき時に導入されることを規定している.したがって否定詞na瓦の意味

がvi畠esyaである場合〔(C)⇒ekabhinna (ekavi豆istabhedavat)〕、 <^aneka^>

の後のekavacana導入はこの規則によっては正当化され得ない。

この場合、残された正当化の方法は次の三つである。

①　「特別な規定がない限り、vi畠e亨叩aを表示する語はvi岳e亨yaを表示す
ii>:

る語と同一の数語尾をとる」という一般規則に従う。

②　PI. 2. 58 j云ty云khy云y五m ekasmin bahuvacanam anyatarasy云m 「種(普

遍)を表示する名称〔-jati色abda〕の場合、 〔その.種の〕単数性が表示さ
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るべき時任意にbahuvacana (複数語尾)が導入される」に従う。

単なる単数性の表示ほPI.4.22　の頒城下にある。しかしこの規則はその

単数性の基体が種に特定される場合にはbahuvacana導入の任意なることを

規定する。したがってこの規則から、 ekavacanaが表示する単数性の基体は

或る場合には種であることが知られるであろう。こうして<[aneka^>の後

のekavacana導入は、 ekabhinnatva (「-から異なるという属性」)という

種に属する単一性を考慮するならば正当化される。

③　数(sa血khy云)を意味しないekavacana、すなわち一般単数語尾(au-

tsargikaikavacana)を適用する。

rこれはPI.4.21 bahusu bahuvacanam　とPI.4.22をHdvibahu亨u dvi-

bahuvacane, ekavacana血　ca" (「双数性、複数性が表示さるべき時には

dvivacana, bahuvacanaが導入される。その他の場合にはekavacanaが導
17)

入される」)と読替えることによって得られるo　双数性、複数性以外の餌域

には、単数性ばかりでなく教卓もあるからである。

4.2.3　人称語尾の選択に関しては次の諸規則が考慮さるべきである。

PI. 4. 105 yu亨mady upapade sam云n云dhikar叫e Sth血iny api madhyamah

PI. 4. 107 asmady uttamah

PI. 4. 108云e亨e prathamah

「節二人称代名詞がたとえ想定上の存在であっても'sthaniny api)共起項

目(upapada)であり、しかも共起項目と〔定動詞語尾とが〕同一指示性

の関係にある時1第二人称語尾(madhyama)が導入される〔105〕。 〔同一

の条件下で共起項目が〕第一人称代名詞の時第一人称語尾(uttama)が

〔107〕、それら以外の時には第三人称語尾(prathama)が〔108〕導入さ

れる」
18)

今連鎖{na(N) -s(U) yu亨mad-s(U)}から沢生されるS五masa "atvam"

が共起項目である時、人称語尾の選択に関してPI.4.105　と108が考慮され

る。このna丘sam云saにおいて否定詞na丙の意味がvise亨叫aである場合

〔(b)⇒bhedavi丘i亨tatvad〕、 <[yusmad>と定動詞語尾との同一指示性から



-94- Ka叩dabhattaの否定詞論(小川)

PI.4.105が適用される〔Ex. atvam bhavasi〕。一方否定詞na雨の意味が

vi丘e亨yaである場合〔(C)⇒tvadvi軸abedha〕、しかも否定詞na元が'云caka

とみなされる場合には、否定詞naNと定動詞語尾との同一指示性からPl・

4. 108が適用される〔Ex. *atva血bhavati〕。
19)

ところで否定詞na涼と<asmad>とのsam云sa "anaham"が共起項目

である場合、前者の立場からはPI.4.107の適用により　…anaham bhav五・

mi"を得るが、後者の立場からほ　=atvam"が共起項目である場合と同様

PI.4.108の適用によって*anahaih bhava-ti"を得ることになり、人称代

名詞を含むna員sam云saが共起項目である場合人称の区別(pur叫avyavasth云)
'M

が見られないことになる。

人称の区別の決定要素ほ共起項目と定動詞語尾との同一指示性である。し

たがって否定詞naNをV云cakaとする限り、否定詞na丙の意味をvi菖esya

とみなす立場ではこの院路を打破し得ない.例えば、 PI.4.105　は　<yu等・

macT>　の意味が何であろうと、それと定動詞語尾との同一指示性が保障さ

れるならば適用されるはずである。こうして否定詞naNをdyotaka　とみ

なし、 tvadhinna (tvadvi菖istabhedavat)を<yu等mad>の意味として立てる
21)

ならば、 <yusmad>と定動詞語尾との同一指示性からPI.4.105が通用さ

れ、人称の区別が正当化されると考えられる。

4.3　云ropaとabh云vaのうち否定詞na雨の意味としていずれが望ましいか

ということに関し、 Kaundabhattaは経験との整合性に照らしてabh云va杏

とり、さらにはMah邑bh云!yaの権威によってそれを裏打している。否定詞

na涼がabh豆vaを意味するということに閑し、 Ka叩dabhaltaが言及してい

ないもうひとつの重要な論拠を紹介しておこう。

PI.4. 109に関するvt. 1 parah sa血nikarsah samhit云ced adrut云y云m

asa血hitam中のsam云sa "asamhitam"を見よ。このsam云saは連鎖†na

(N)-s(U) samhita-s(U)}　から派生される。次の規則が考慮さるべきで

ある。

P2. 1. 6 avyaya血vibhakti…arth豆bh云va… 「名詞語尾〔の意味〕、ものの非
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存在(arth云bh云va)等を表示するavyayaは〔意味的に結びついたsubanta

とsam云saを構成し、そしてそのsam云saはavyayibh云vaと呼ばれる〕」

否定詞naNはavyayaである〔PI.1.37〕O　もし否定詞naNがabhav互

を意味しないとするならはこの規則の適用機会はない。その場合にはP2.2.

6の適用によってこの連鎖から派生される　sam云saほ　tatpuru亨a　とみなさ

れ、 P2. 4. 26 paraval lihgam dvandvatatpurusayohにより女性形<.asa血-

hit云>が結果するo中性形<asamhitam>を正当化するためには当該規則

の適用によってそのsam云saがavyayibh云va　とみなされP2.4.18 avyayi-

bh云va色caが適用されなければならないであろう。否定詞na丙がabh云va
23)

を意味することはV云rttika中のr)a丘sam互sa表現からも支持されている。

〔注〕

1 ) uttarapadaが母音で始まる場合には、次の規則が適用される。

P6.3.74 tasm云n nu卓aci 「それ〔-nにIopaの代置されたnaN〕の後に、母音

(aC) 〔で始まるuttarapadaの〕前で、 nUTがある」

Ex. na-eka-a-eka-a-(n+eka)-aneka. Cf. PI.1.46云dyantau takitau.

2) S-r (P8.2.66)-h(P8.3.15)

3 ) Mbh II, 170: iha ka亘cit sam云sah p己rvapadarthapradh云nah, ka邑cid uttarapad豆r・

thapradh云nah, ka云cid ubhayapad云rthapradh云nah. p己rvapad云rthapradh云no'vyayibh云I

vah, uttarapad云rthapradh云nas tatpurusah, anyapad云rthapradh云no bahuvrihih, ubha・

yapadarthapradh云no dvandvah.

P軸iniは4位のsam云saを認めている.すなわち(1) avyayibh云va, (2) tatpurusa-

(a) vibhaktitatpurusa, (b) karmadharaya (sam云n云dhikar叫a-tatpuru?a), (c) dvigu,

(d) praditatpurusa, (e) gatisam云sa, (f) upapadasam云sa, (g) upam云napurvapadatatpur-

u印, (h) upameyapurvapadatatpuru写a, (3) bahuvrihi, (4) dvandva-(a) ekavat (sam云・

h云radvandva), (b)その他(itaretarayoga).

Patanjai】iによれば、この4種のsam云sa分類はあくまでも一般論としてのみ妥当し、

さらにはpradh云natvaに基づくsam云sa分類も普通的ではない　Cf. <naikadh云>-

sup saha sup云; <ardhapippali>-P2. 2. 2 ardharh napuihsakam

このPatanialの見解は、次の討項に端的に表明されている0

Vbh (VbhS)k29: sam云sas tu caturdheti pr云yov云das tath云　parah/yo yam

purvapad云rth云dipr云dh云nyaviPyah sa ca//

4 ) Mbh II, 629: yadasya tilah pr云dh云nyena vivaksita bhavanti kr印0vi云eァanatvena
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tada til軸pradh云narh kr印O Vi員e!叫am.

5 ) Uddyota II, 629, 631.

6 ) Uddyota II, 631 : etena vi亘esanat云khyavisayat五vad eva paricchedakam bhedakam

cety ap云stam. r云japurusa lty云dau ca vi豆e亨yasyapi puru印sya r云jrii bhedakatvadarsan云t・

Cf. K表ik云on P2.1.57: bhedakam vi菖e与叫am bhedyarii vi邑esyam.

7 ) VP II, k. 192 ab: nip云t云dyotak的kecit pj-thagarth云bhidh云yraah.

8 ) Cf. vt. 12 ad Pl.2.45: nip云tasy云narthakasya pratipadikatvam.

9 ) Cf. PLM 84: tatparyaniy五makarii ca loke prakaranadikam eva. ato bhojanapra-

karane saindhavam云nayety ukte saindhavapadena lavanapratyayah, yuddh云vasare

'去vapratyayah.

10) Cf. VV 2 : £云bdabodhe caikapad云rthe aparapad云rthasya sarhsargah samsargamar-

y云day云bh云sate. givadattami去ra : sarhsargamary云d云n云ma云k云hk串・

ll)一般規則に関してはPLM 205,例外規則に関してはNy云yako王a 877を見よ0

12) K誠k云注C435, 4441によればdyoty云rthaは必ずvi云eァanaである(c)のよう

な形でabh亘vaがvi亘e亨yaとみなされる場合、 naNをdyotakaとみなすことには田琵

さが伴う　Cf. dyoty云rth云narh vi邑e!叩atvam eveti hetumati ceti s己trabh云syasiddham-

yama‥・=・.

13) Cf. K誠K云　on PI.1.29: sarvan云masam如y云m tadantavidher abhyupagam云d

bahuvriher api sarv云dyantasya sarhj示云sy云t

14) na己sam云saにP6. 1. L32の適用可能性があるから"ana云sam云seHと言及されている

と考えるならば、この言及は否定詞na丙の意味のvi壬e写aDaなることを指示するとも解

釈される。 Cf. Pradipa II, 669.

15) Cf. Mbh on Pl.4.2L:atha v云prakft云n arthan apek等ya niyamah. ke ca praktf碑,

ekatv云dayah. ekasminn evaikavacanam na dvayor na bahu?u.

16) Cf. VV 16 : vi員esyavisesapaV云cakapadayor asati vi云esanu云云sane sam云navacanakatva-

niyam云t.

17) Cf. K誠ik云注443; BM on P3.1.67; Mbh I, 305 IV, 220.

18) yusmad+s-yusmad+am (P. 17.28ト叫va ad+am (7.2.94)-tvad+am (6. L.96ト→

tva+am (7.2. 90)-tvam (6. 1. 96)

<vusmad>もsarvan云maである点で、 …atvam"の派生に関して<asarva>の場

合と同様の問題が指摘され得る。

19) "aham" (-asmad+s)の派生はHtvam　に準ずる。

20)数の区別(-PI.4.21-21)に関しても同様である。′Ex. ayuvaiii bhuvam bhava-tha.

21) Naiy云yikaの観点からは<yusmad>にviparitalak等叫豆を認めることになるo Lか

L Vaiy云karanaは1ak写叫云を独立のvfttlとしては認めないIaks叩互も菖aktiの一

種である　Cf. PLM 63.
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22) Ka叫dabhaftaは指摘していないが、 P6.1. 132中の''ana員sam云seHによって指示さ

れることによっても数、人称の区別は正当化されるであろう　Cf. K誠ik亘注.443-444.

23)否定詞na雨がabh云vaを意味する場合、 nansam云sa派生に関してP2.1.6とP2・

2.6が同時に適用可能であることになり、 Pl.4.2 vipratiァedhe pararh k云ryamという

メタ規則によってP2.2.6だけの適用が許されることになる.しかし後期の文法家達は

P2.1.6とP2.2.6の適用ほ任意であるとみなしてこの問題を処理する　Cf. Vbh 203,.

SK II,　-89.

(インド哲学助手)
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Kaundabhatt on the meaning of the negative particle naN

Hideyo OGAWA

The aim of this paper is to present a Japanese translation of the

naftarthanirnaya ("final determination of the meaning of the negative

particle naN") in the Vaiyakaranabhusanasara of K(aundabhaija). As

well, I shall also present my own exposition of the important points in

question.

The Vaiyakaranabhusanasara is a major work on semantics and

philosophy of grammar in the Paninian tradition; it post-dates Bhartfhari.

So far, S.D. Joshi, M.M. Deshpande and J.A. Gune have treated other

nirnaya-s concerning dhatvartha, namartha and lakarartha respectively,

but the nirnaya at hand has not yet been discussed.

The negative particle naN functions as either vacaka (signifier) or

dyotaka (co-signifier), and aropa (superimposition) and abhava (non-ex-

istence) are assigned to it as its meanings. With regard to Sabdabodha-s

('verbal cognition') associated with naN-contained expression-especially

negative compounds-K. analyses them into the following three forms:

viz. (aropa+M), (abhava+M) and (M+abhava). These represent viiesana-

vi§esyabhava-s between the meaning of naN and that of the items in

construction with naN.

K. endeavours to formulate his meaning analyses in such a way that

they accord with Panini's grammatical system. The following three in-

stances of naN-contained expressions are to be accounted for: (a) sarvana-

mata in "asarva", (b) ekavacanotpatti in "aneka" and (c) purusavacanav-
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yavastha in "atvaih bhavasi".

In order to account for such expressions, what is important is the

position which the nanartha takes in relation to the sabdabodha. In the

case where the nanartha is regarded as a visesana, there will be no diffi-

culty in accounting for these expressions. However, when it is a vi§esya,

then the explanation becomes somewhat farfetched, and moreover, in this

latter instance, we must renounce the view that naN functions as a vacaka.

K. seems to be of the opinion that abhava is definitively established

as a nanartha on the basis of our experience and on the authority of the

Mahabhasya. But, concerning the cognitional position of abhava, K. does

not seem to make any definite pronouncements.

Person und Gott

-MaxSchelers Personle

Sadahide OGURA

In Schelers Gedanken vor 1922 steht das Gerichtetsein des Menschen

auf Gott im Mittelpunkt. Nach seinem personalistischen Theismus ist der

Mensch ,,ein Ding, das anfangt, iiber sich hinauszugehen und Gott zu

suchen", d. h. er ist der Gottsucher. In dieser Hinsicht ist Gott Person und

zugleich Schopfergott. Teilnahme am Wesen Gottes ist der menschlichen

Person nur moglich durch Mitlieben mit der Liebe Gottes. Die Idee eines

absoluten, personlichen Liebesgottes ist als systematischer Abschluss der

Wertewelt und Personwelt gegeben. Und doch findet sich in der Spatphilo-

sophie Schelers die Lehre, daB der gottliche Geist als der oberste Urgrund

erst im Menschen allmahlich zum allgiitigen und allmachtigen Gott wird.

tosho-seibi-repo
長方形




